
 

太田 忠芳  

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 地方創生で人口減少の克服と地域経済の活性化が図れるのか 

（６０分） 

 

 中山徹奈良女子大学教授の著書『人口減少時代の自治体政策』（２

０１８年１１月１５日発行）からの引用から始めます。「小泉構造改

革からアベノミクスに至る過程で、社会状況に大きな変化がありまし

た。それは日本の人口が２００８年を境に本格的に減少したことで

す。２００８年の人口は１億２８０８万人、その後は減少し、２０１

８年は１億２６５０万人です（４月１日時点、以下同じ）。最近では

１年間で２５万人程度減っています。中核市一市分ぐらいの人口が減

っていることになります。国立社会保障・人口問題研究所が日本の将

来人口予測を行っていますが、この予測によると人口減少数は拡大し

続け、２０２６年には年間で７０万人程度減少すると予測していま

す。指定都市一市分です。そして２０５３年には９９２４万人とな

り、１億人を割り込みます。少子化対策が成功せず、いまの出生率の

ままですと、１００年後（２１１５年）には５０５５万人ぐらいまで

減ります。１９０９年（明治４２年：太田注記）の人口が５０２５万

人なので、おおよそ１００年後には１００年前の人口に戻ることにな

ります。２０世紀、日本の人口増加率は先進国で１位でしたが、２１

世紀は人口減少率が１位になりそうです。 

 そうすると高齢化も進みます。２０１８年の高齢化率は２８．１％

で世界１位ですが、２０４０年には３５．３％と３５％を超え、未だ

かつてどこの国も経験したことのない超高齢化社会が到来します。反

対に子どもの比率は減り続けます。２０１８年の年少人口比率（１４

歳以下）は１２．２％ですが、今後も減り続け２０３２年には１０．

９％と１０％台になり、その後も１０％台で推移します。その結果、

高齢化率は先進国で１位、年少人口比率は最下位になります。」 

 このような状況認識は、すでに大方の共有するところであると思い

ます。 

 自治体戦略２０４０構想、立地適正化計画作成の推進、デジタル化

社会形成促進など、政府が打ち出す行政方針は人口減少を前提とした

ものばかりではないでしょうか。日本社会は人口減少と少子高齢化が

進む中で地方経済の減衰化、消滅危機がいよいよ現実味を帯びてきて

います。 

 新型コロナウイルス感染症の爆発的流行は、このような日本社会に

潜む「格差と貧困をまん延させる起源にあるもの」を明るみに出しま

した。それは日本社会のジェンダー不平等が耐え難い程度にまで極ま

っているということです。コロナ禍の収束後を見通した施策を展開す

るに当たり、鶴ヶ島市が住民福祉向上を担う地方自治体として地方創

生の目的である「人口減少の克服」と「地域経済の活性化」に向けて

基本的な視点をどのように据えて取り組まれるのか質問します。 
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(1) 地方自治体が地方創生事業に取り組むにあたって、国からはど

のような事例が示されたのでしょうか。 

(2) 先ごろ執行部から示された「地方創生に関する市の取組につい 

て」では、地方創生に関する交付金等の活用状況が示されてい

ますが、どのように認識していますか。 

ア 地方創生交付金はどのように決定されるのか。 

イ 不交付となることはあり得るのか。その場合の対策は。 

ウ 全て独自の施策で進める場合の財政措置は。 

(3) 地方創生を打ち出すことになった人口減少と東京一極集中の原

因について、どのように認識していますか。 

ア 国からはどう示されたのでしょうか。 

イ 市として「人口減少の原因」をどう捉え、その克服に必要な

施策をどう展開しますか。 

ウ 市として「東京一極集中」の原因をどう捉え、地域経済活性

化に向けて何が必要と認識しますか。 

(4) コロナ禍で暴かれた市民の生活困窮、なかでも女性の窮乏と地

方創生の課題の関係をどのように認識しますか。 

(5) 兵庫県明石市では、出生率が上向き、若者が転入し始めたと注

目されています。どう認識しますか。 

(6) 長野県飯田市では、地元事業所同士の連携で地域おこしの機運

が盛り上がっています。どう認識しますか。 

(7) コロナ禍の収束後は、コロナ禍を経験したことを踏まえて、そ

れ以前とは違った行政の構えになると思いますが、決意のほど

をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


